
自

「
舟
公
宣
奴
嶋
念
」
考
察

次

序
論

本
論第

一
章
二
四
九
番
の
歌
の
問
題
点

第
二
章
「
舟
公
」
「
宣
」
「
奴
嶋
示
」
の
各
部
位
の
考
察

第
一
節
「
奴
嶋
ホ
」
の
訓
と
解
釈

何
「
奴
嶋
」
の
地
理
的
考
察

口
上
代
特
殊
仮
名
遣
よ
h
y
見
た
「
奴
」

日
「
示
」
の
訓
K
つ
い
て

第
二
節
「
舟
公
」
の
訓
と
解
釈

第
三
節
「
宣
」
の
訓
と
解
釈

ハ
門
従
来
の
諸
説
の
比
較
検
討

口
「
イ
ノ
リ
ヌ
」
私
案

第
三
章
「
ガ
」
と
「
ハ
」
の
問
題

結
論

付
録

二
十
七
回
生

参
考
文
献序

論

（略）

本
論

第
一
章

ニ
四
九
番
の
歌
の
問
題
点 山

田

奈

保

子

-7ー

↓
コ
常
山
相
減
問
時
間
み
駅
可
取
舟
公
宣
奴
嶋
ふ
小

ζ

の
「
万
葉
集
」

巻
第
三
、
加
番
の
歌
は
、
「
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
梼
旅
歌
八
首
」
の
題

詩
の
も
と

K
、
第
一
首
目

K
位
置
し
、
古
来
よ

b
難
訓
歌
と
さ
れ
て

い
る
。
上
の
句
「
コ
説
明
滅
常
時
み
断
同
恥
」
ま
で
は
訓
を
附
さ

れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
下
の
句
「
舟
公
宣
奴
嶋
ホ
」
は
今
日
に
至
る

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

K
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
、
未
だ
定
訓
を
得
て
い

な
い
。

み
つ
の
書
邑

上
の
句
に
つ
い
て
は
、
「
一
ニ
樟
埼
」
は
難
波
（
大
阪
）
の
御
津

（
港
）
の
海
K
突
き
出
た
岬
で
、
と
ζ

は
大
阪
湾
K
流
入
す
る
河
口



な
み

付
近
で
、
奔
流
す
る
水
の
急
在
る

K
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
浪

者
脅
し

E
み

突
恐
」
は
「
i
ァ
l
、
、
、
」
の
形
で
、
浪
が
荒
〈
て
恐
し
い
の
で
の
意
。

こ
の
第
一
、
二
匂
は
下
の
隠
h
J
江
以
下
の
句
K
か
か
る
。
当
時
風
波

FEre民
9
8凡

の
荒
い
海
上
航
行
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
隠
江
」
は
、

深
く
入
り
込
ん
だ
水
の
淀
ん
で
い
ま
い
入
江
で
、
舟
が
風
波
を
避
け

る
の
に
好
適
左
場
所
で
あ
る
。

ζ

れ
よ
り
上
の
句
は
、
「
三
津
の
埼

の
浪
が
荒
く
て
恐
し
い
の
で
隠
れ
て
い
た
入
江
の
」
と
い
う
解
釈

K

念
る
。

ζ

れ
に
対
し
下
の
句
「
舟
公
宣
奴
嶋
ホ
」
は
い
ろ
い
ろ

K
訓

ま
れ
、
多
種
多
様
K
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
舟
公
宣
奴
嶋
ホ
」
は
上
の
句
の
五
・
七
・
五

K
対
し
七

・
七
の
音
数
で
訓
ま
念
け
れ
ば
左
ら
ぬ
故
、
ど
の
よ
う

K
七
・
七

K

区
切
っ
て
訓
む
か
が
問
題
と
な
る
。
従
来
研
究
さ
れ
て
き
た
先
哲
諸

家
の
諸
説
を
検
討
す
る

K
、
そ
れ
は
「
舟
公
」
ま
で
を
七
音
で
訓
む

か
、
「
舟
公
宣
」
ま
で
を
七
音
K
訓
む
か
の
二
説
K
分
類
さ
れ
て
い

る
。
そ
と
で
、
「
舟
公
宣
奴
嶋
ホ
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
「
舟
公
」
「
宣
」
「
奴
嶋
ホ
」
と
三
部
位

K
独
立
さ
せ
、
各
部
位

K
か
け
る
諸
説
を
一
つ
一
つ
検
討
し
左
が
ら
、
各
部
位
で
最
も
適
当

と
思
わ
れ
る
説

K
従
っ
て
、

ζ

の
定
訓
念
き
下
の
句
の
訓
と
解
釈
を

待
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ζ

の
場
合
、
本
文
の
一
語
一
語
を
丁
寧

K
と
h
y
あ
げ
、
本
文
を
可
能
左
限
b
忠
実
に
訓
み
解
釈
す
る
と
と
を

旨
と
し
て
、
誤
字
説
は
解
決
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
巴
む
を
併
念
い
最

後
の
手
段
と
し
て
採
る
と
と

K
す
る
。

第
二
章

『
舟
公
』
「
宣
」
『
奴
嶋
か
」
の
各
部
位
の
考
察

第
一
節
「
奴
嶋
示
」
の
訓
と
解
釈

一
「
奴
嶋
」
の
地
理
的
考
察

「
奴
嶋
示
」
白
部
位
K
つ
い
て
、
諸
説
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
訓

は
十
三
通
り
の
説
K
ま
と
め
ら
れ
る
（
表
町
）
。
但
し
、
「
奴
嶋
」

の
部
分
の
み
の
訓
は
ヌ
シ
マ
、
ノ
シ
マ
、
＠
（
助
動
調
｝
シ
マ
、
‘

ヌ
一
メ
の
四
類
で
あ
－
P
、
「
ホ
」
の
部
分
の
訓
と
の
可
能
と
さ
れ
る
組

み
合
わ
せ
に
よ
h
y
、
十
三
通
り
も
の
説
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。

故
K
、
ま
ず
、
「
奴
嶋
」
だ
け
に
焦
点
を
絞
り
考
察
す
る

K
、
そ
の

解
釈
は
、
野
島
、
沼
島
、
助
動
詞
「
治
」
十
島
、
敏
馬
の
四
説
K
分

類
さ
れ
、
ど
の
説
も
「
奴
嶋
」
を
一
応
場
所
と
解
釈
し
て
い
る
故
、

「
奴
嶋
」
が
一
体
ど
と
を
指
す
の
か
、
地
理
的
方
面
か
ら
、
と
の
野

島
説
、
沼
島
説
、
島
説
（
「
奴
」
は
助
動
詞
）
、
敏
馬
説
の
比
較
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

「
奴
嶋
」
の
用
字
例
に
つ
い
て
は
、
万
葉
集
中
で
ζ

の
却
番
の
歌

に
の
み
見
ら
れ
他
で
は
使
用
さ
れ
て
い
ず
、
「
古
事
記
」
「
日
本
書

紀
」
「
風
土
記
」

K
も
記
載
事
実
が
左
く
、
ま
し
て
や
「
奴
島
」
と

い
う
地
名
の
存
在
は
、
用
字
例
か
ら
も
地
図
上
か
ら
も
不
明
で
あ
る

「
奴
嶋
」
そ
の
ま
ま
の
表
記
の
ま
ま
に
地
名
と
す
る
は
架
空
の
場
所

を
捜
す
と
と

K
念
る
。

そ
ζ

で
、
第
一
に
野
島
説
の
考
察
で
あ
る
が
、
と
の
い
m
番
の
歌
は

「
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
時
旅
歌
八
首
」
の
題
詩
の
も
と

K
集
録
さ
れ
た

瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
舟
旅
の
第
一
首
自
で
あ
る
の
で
、
他
の
七
首

の
関
連
性
よ

b
、
ζ

の
「
奴
嶋
」
の
地
理
的
位
置
を
あ
る
程
度
っ
か

-8ー
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ζ

と
が
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な
み
を
か
し
E
み

E
も
り
え
白

浪
突
恐
隠
江
乃
舟
公
宣
奴
嶋
ι小

み
血
由
を
す
軍
て
な
っ
く
さ
由
由
し
ま
が
さ
き
に
ふ
ね
ち
か
づ
き
血

敏
馬
乎
過
夏
草
之
野
嶋
之
埼
ん
小
舟
近
著
奴

野
慌
が
総
白
制
時
ん
伊
山
肌
対
吋
均
し
制
限
む
す

す

ず

き

つ

る

ゐ

ま

と

か

み

ら

む

た

び

ゆ

く

わ

れ

を

鈴
寸
釣
泉
郎
跡
香
将
司
旅
去
吾
乎

印
刷
杭
詐
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駅
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あ
か
し
お
ほ
と
匹

明
大
門
ん
小

飼ロ天2留i
飯の離5火長
海2 る之申

乃る夷2
之田

庭＼i長主
好｛道宵
有舎従申
之乙

双

山

吋
L
W

一白手務；
乱~I明与レ将Z
出ミ門SJ.J!Jt; 
レ所三－ ~ ~ 
見去倭ま家～
？嶋t嘗Z

海2所き汗之官
人o:>v見ゆ見会
釣1f. , 
血八－＂. 
＇＂口ね

鋭
利
容

か
り
E
色
の

苅
薦
乃

国
輸
旅
歌
八
首
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
は
、
距
離
間
隔
も
平
均
し

て
居
り
、
い
か
に
も
古
人
ら
し
い
素
朴
念
舟
旅
の
感
懐
が
表
れ
て
い

る
。
特

K
、
一
m
番
の
歌
か
ら
却
番
ま
で
の
歌
は
、
時
間
的

K
も
地
理

的

K
も
難
波
か
ら
西
へ
向
か
う
歌
を
ま
と
め
た
一
連
の
作
で
あ
る
が
、



舟
の
動
き
を
観
察
す
る
と
、

m番
の
歌
K
敏
馬
か
ら
野
島
に
か
け
て

の
航
海
が
歌
わ
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
第
一
首
自
で
唐
突
K
野
島
を

訓
み
込
む
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
需
旅
歌
八
首
の
地
名
が
順
序
よ
く

西
へ
西
へ
と
向
か
っ
て
い
る
以
上
、
敏
馬
を
通
b
越
し
て
野
島
が
歌

わ
れ
る
の
は
合
点
が
ゆ
か
ず
、
第
一
首
自
と
し
て
は
、
当
然
最
終
地

点
（
可
古
の
島
よ
り
西
方
）
か
、
或
い
は
敏
馬
付
近
の
次
の
寄
港
地

点
が
訓
ま
れ
る
筈
で
あ
る
。

さ
ら

K
野
島
説
を
検
討
す
る
時
、
同
じ
万
葉
時
代
K
難
波
か
ら
酉

行
す
る
「
遣
新
羅
使
旅
程
図
」
（
略
）
と
比
較
し
て
も
、
瀬
戸
内
海

を
難
波
よ
り
野
島
へ
と
寄
港
地
念
し
で
航
海
す
る
の
は
不
可
能
の
よ

う
で
あ
る
。
唯
、
人
麻
自
が
野
島
ま
で
を
旅
の
一
段
階
と
し
野
島
を

そ
の
終
点
と
考
え
て
い
た
左
ら
ば
、
加
番
の
歌
に
訓
み
込
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

次
に
沼
島
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
野
島
説
と
同
様
轄
旅
歌
八
首
か

ら
考
慮
し
た
場
合
、
淡
路
島
南
端
に
位
置
す
る
沼
島
と
距
離
が
速
す

ぎ
る
。
し
か
も
、
承
平
四
年
十
二
月
二
十
一
日
、
園
府
を
出
発
し
、

土
佐
の
国
か
ら
京
へ
向
か
っ
た
「
土
佐
日
記
」
の
旅
程
図
（
略
）
を

参
考
K
す
る
と
、
難
波
か
ら
沼
島
に
か
け
て
は
少
念
く
と
も
、
二
か

所
の
停
泊
が
必
要
で
あ
夕
、
一
息
K
沼
島
を
歌
う
と
と
は
不
可
能
の

よ
う
で
あ
る
。
天
候
の
不
安
K
噴
れ
る
舟
旅
で
は
、
慎
重
に
舟
を
運

ぶ
と
と
が
第
一
条
件
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
平
安
時
代
の
航
海
技
術

が
上
代
の
そ
れ
よ

b
も
退
歩
し
た
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
。
更
に
沼
島
は

当
時
の
資
料
K
も
見
え
な
い
程
の
小
島
で
あ
る
以
上
、
旅
の
中
継
地

点
、
最
終
地
点
と
考
え
る
の
も
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

敏
馬
説
は
、
地
理
的
考
察
か
ら
は
輯
旅
歌
八
首
の
関
連
か
ら
も
可

能
念
地
点
で
あ
る
が
、
「
奴
嶋
」
の
本
文
を
「
美
奴
馬
」
と
し
、

「
美
」
字
の
脱
字
、
「
馬
」
字
の
誤
字
と
解
釈
す
る
は
、
本
文
を
忠

実
K
訓
も
う
と
す
る
態
度
K
反
す
る
も
の
で
賛
同
で
き
念
い
。

残
る
島
説
は
、
「
奴
」
を
助
動
調
と
解
し
、
島
は
漠
然
と
し
た
島

で
、
特
定
の
固
有
の
地
名
を
指
し
た
も
の
で
念
い
故
、
地
理
上
の
考

察
か
ら
は
別
K
さ
し
た
る
問
題
も
ま
い
。

従
っ
て
、
次
の
考
察
で
は
、
地
理
的
K
問
題
の
念
い
島
説
と
、
地

理
的
K
矛
盾
す
る
点
を
残
し
念
が
ら
も
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る

野
島
説
に
つ
い
て
、
用
字
の
面
か
ら
そ
の
是
非
を
検
討
す
る
。

口
上
代
特
殊
仮
名
遣
よ

b
見
た
「
奴
」

「
奴
嶋
」
の
訓
に
つ
い
て
「
嶋
」
は
諸
説
と
も
シ
マ
の
訓
K
統
一

さ
れ
て
い
る
が
、
「
奴
」
は
ヌ
と
ノ
と
音
K
ゆ
れ
が
あ
b
、
野
島
説
一

は
ヌ
シ
マ
と
も
ノ
シ
マ
と
も
訓
ま
れ
る
と
い
う
混
乱
が
生
じ
て
い
る

o
m

し
か
し
、
韓
旅
歌
八
首
中
で
も
却
、
翻
番
の
歌
に
あ
る
野
島
の
用
一

字
例
に
つ
い
て
万
葉
集
中
を
調
べ
る
と
、
野
島
は
8
例
あ

b
全
て

「
野
嶋
」
の
表
記
で
「
奴
嶋
」
の
表
記
念
〈
、
「
奴
嶋
」
を
野
島
と

解
釈
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
「
野
」
は
「
野
、
努
」
の

甲
類
ノ
の
用
字
で
表
記
さ
れ
、
「
奴
」
の
用
字
と
は
区
別
さ
れ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
橋
本
進
吉
氏
の
「
完
了
の
助
動
詞
『
ぬ
』
『
成
』
『
爵
』

ヌ
V

キ
ヌ

『
主
』
『
衣
』
念
ど
の
ヌ
は
『
奴
』
の
類
の
文
字
で
書
い
て
、
『
怒
』

の
類
の
文
字
で
は
書
か
ず
、
別
の
類
に
属
す
る
。
」
（
「
古
代
国
語
の

音
韻
K
就
い
て
」
よ
り
引
用
）

K
基
づ
い
て
、
「
奴
」
は
ヌ
と
訓
み
、

「
奴
嶋
」
は
助
動
詞
「
ぬ
」
と
「
島
」
の
結
合
し
た
も
の
と
解
釈
し
、

島
説
に
準
じ
る
の
で
あ
る
。



回
「
ホ
」
の
訓
に
つ
い
て

に

み

血

曲

目

「
ん
小
」
の
訓
K
つ
い
て
は
、
「
示
」
を
「
埼
示
」
「
（
美
奴
馬
）

時
伽
」
の
誤
字
と
す
る
説
、

1
溺
］
の
通
字
と
す
る
説
、
「
嶋
」

の
下

K
、
ベ
、
ミ
を
訓
み
添
え
て
ベ
ニ
、
ミ
ニ
と
訓
ん
だ
訓
み
添
え

説
が
あ
る
が
、
こ
と
で
は
「
L
小
」
の
本
文

K
修
正
を
加
え
ず
、
万
葉

集
中
の
用
例
に
従
っ
て
、
本
文
の
ま
ま
ニ
と
訓
む
説
を
最
も
適
当
念

訓
と
し
て
採
用
す
る
。

第
二
節

「
舟
公
」
の
訓
と
解
釈

「
舟
公
」
の
訓
は
十
七
通
h
y
の
説
K
分
類
さ
れ
る
（
表
悶
）
が
、

第
一
節
で
「
奴
嶋
ん
小
」
を
ヌ
シ
マ
ニ
と
四
音
で
訓
ん
だ
以
上
、
「
宣

奴
嶋
’
r
小
」
ま
で
を
七
音
で
、
「
舟
公
」
ま
で
を
七
音
で
訓
み
、
七
・

七
音
の
形
K
し
念
け
れ
ば
念
ら
左
い
。

ま
た
、
「
舟
」
「
公
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
集
中
の
用
例
に
が
い
て
漢

語
の
音
読
の
他
は
、
フ
ネ
（
フ
ナ
）
、
キ
ミ
と
訓
ま
れ
て
い
る
と
と

か
ら
、
フ
ネ
（
フ
ナ
）
、
キ
ミ
と
訓
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

そ
ζ

で
、
十
七
通
り
の
諸
説
の
う
ち
信
憲
性
の
薄
い
誤
字
説
を
除

く
と
、

ζ

の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
説
と
し
て
フ
ナ
ギ
ミ
ハ
シ
モ
、

フ
ナ
ピ
ト
キ
ミ
ガ
、
フ
ネ
コ
グ
キ
ミ
ガ
（
ハ
）
、
フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ

（
ハ
）
の
四
説
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
と
の
う
ち
最
も
有
力
左
の

が
フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ
（
ハ
）
説
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
他
の
三
説
が

歌
の
解
釈
上
の
便
宜
か
ら
論
を
展
開
し
て
い
る

K
対
し
、
フ
ネ
ナ
ル

キ
ミ
ガ
（
ハ
）
説
は
、
本
文
「
舟
公
」
の
諸
写
本
に
よ
る
異
同
の
面

か
ら
可
能
と
念
る
訓
を
附
し
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
舟
公
」
の
本
文

K
つ
い
て
十
本
の
諸
写
本
を
校
合
し
た
「
校
本
蔦

葉
集
」
に
よ
り
改
め
て
再
現
す
る
と
、
「
古
葉
略
類
家
本
」
が
「
丹

乙

ん小

O
宣
」
か
、
或
い
は
「
丹
念

O
宣
」
で
「
類
栗
本
」
が
「
舟
か

宜
」
と
念
h
y
、
ζ

の
二
本
の
古
写
本

K
見
え
る
「
か
」
の
字
が
何
を

指
す
か
が
問
題
と
な
る
。
生
田
耕
一
氏
は
そ
の
著
「
難
語
難
訓
考
」

に
な
い
て
ζ

の
「
ん
小
」
を
み
だ

b
k桁
字
と
せ
ず
、
本
文
「
舟
公
」

0

0

0

3

 

を
「
舟
ホ
公
」
と
さ
れ
「
舟
怠
有
公
」
ま
た
は
「
舟
余
在
公
」
の
脱

文
で
「
K
あ
る
」
か
ら
転
じ
た
助
動
詞
「
念
る
」
の
表
記
文
字
が
脱

し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
二
本
の
古
写
本

K

見
え
る
「
ホ
」
字

K
着
服
し
、
生
田
耕
一
氏
の
論
を
ふ
ま
え
て
、
集

な

る

な

る

中
の
「
を
る
」
の
助
動
調
を
検
討
す
れ
ば
、
「
有
」
回
例
、
「
在
一
」

Z

E

な

る

な

な

る

包
例
、
「

ι小
存
」
ロ
例
の
他
、
「
那
流
、
那
留
、
奈
流
、
奈
留
、
成
一
、
－

穀
、
弘
Y

引
句
、
時
」
の
用
字
例
が
見
え
「
h
T伽
」
の
用
調
よ
そ
な
い
サ

が
「
か
有
」
の
用
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
「
か
脊
」
の
表
一

記
K
よ
り
生
田
氏
は
本
文
を
「
舟
示
公
」
と
訂
正
さ
れ
た
の
だ
が
、

本
文
「
舟
公
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
示
」
の
脱
文
と
せ
ず
と
も
、
本
文

「
舟
公
」
は
そ
の
ま
ま

K
助
動
詞
「
な
る
」
が
訓
み
添
え
ら
れ
た
も

の
と
解
釈
し
て
よ
い
と
思
う
。

し
か
し
、
集
中

K
拾
い
て
助
動
詞
「
左
る
」
を
訓
み
添
え
た
用
例

が
果
た
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

脳
部
品
都
内
ぃ
錦
山
内
：

E
ひ
っ
つ
を
ら
む

轡
乍
居

は
る
き
れ
ば
い
か
な
る
い
ろ
圧
す
ち
て
ば
よ
げ
む

飢

春

去

何

色

措

者

吉

助
動
調
「
念
る
」
の
訓
み
添
え
は
ζ

の
二
例
の
如
く
集
中

K
も
存



誤字説 本文のまま「舟公」
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〔2)表す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
も
底
本
（
「
蔦
葉
集
」
鶴
久
、

森
山
隆
一
輔
、
桜
風
社
）
で
は
ニ
ア
ル
と
訓
み
添
え
て
あ
る
が
、
「
全

註
稗
」
「
岩
波
」
「
塙
書
房
蔦
葉
集
」
で
は
ナ
ル
と
訓
み
添
え
ら
れ

て
い
る
用
例
も
存
在
す
る
。

い
か
な
ら
か
と
き
忙
か
い
も
を

間

何

時

ホ

加

妹

乎

い
か
な
ら
む
ひ
の
と
き
に
か
も

獅

何

日

之

時

可

毛

吾tキむ
妹L具マ
子E 良ι
之が布ふ

能由

誤字説以外の「舟」「公」にあたる訪｜｜

フ

ナ
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イ
ソ f、ヒ （キ
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キ
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こ
れ
ら
の
用
例

K
よ
り
、
生
田
氏
の
如
く
「
舟
か
公
」
と
ぜ
ず
と

も
、
「
舟
公
」

K
ナ
ル
を
訓
み
添
え
フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ
（
ハ
）
と
訓

す
る
の
は
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
古
写
本
の
二
本

K
「
ホ
」
の
字
が
見
え
る
と
と
、
集
中
に

な

る

「
ホ
有
」
の
用
例
が
あ
h
y
、
更
K
そ
れ
を
訓
み
添
え
た
例
も
あ
る
ζ

と
か
ら
、
解
釈
上
の
便
宜
で
名
詞
「
人
」
、
動
調
「
携
ぐ
」
、
助
詞

ハ
シ
モ
を
訓
み
添
え
た
説
よ
り
も
、
フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
と
訓
す
る
説
が



蓬
か
に
根
拠
性
に
基
づ
き
妥
当
念
説
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
故
K

「
舟
公
」
は
ア
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ
（
ハ
）
と
訓
み
、
解
釈
は
「
に
あ
る
」

の
略
に
よ
っ
て
転
じ
た
存
在
表
現
の
助
動
詞
「
念
る
」
の
意

K
従
っ

て
、
「
舟
K
居
ら
っ
し
ゃ
る
君
」
と
左
る
。

第

（ー）節

「
宣
」
の
訓
と
解
釈

従
来
の
諸
説
の
比
較
検
討

「
宜
」
の
訓

K
つ
い
て
は
表

ωの
如
く
、
二
十
通
り
の
異
説
が
あ
る
。

ま
ず
、
本
文
「
宣
」
の
ま
ま

K
訓
ん
だ
説
（
＠
＠

O
＠
＠
＠
＠
＠

＠
）
と
、
「
宣
」
を
他
の
文
字
の
誤
字
、
或
い
は
通
字
と
し
て
訓
ん

だ
説
（
＠
③
⑧
位
＠
＠
＠
＠
⑦
＠
＠
）
が
あ
る
o

通
字
、
誤
字
説
中
、

「
泊
」
「
通
」
「
不
通
」
「
寄
」
は
、
他
の
誤
字
説
が
「
宣
」
の
字

を
基
準
に
考
察
し
て
い
る

K
対
し
、
歌
意
か
ら
適
当
左
語
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
極
端
念
誤
字
説
で
あ
り
、
採
る
に
は
及
ば
左
い
。
ま
た
、

本
文
を
「
宣
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
字
義
を
「
行
く
」
と
す
る
説
、

の
ろ

「
宜
ふ
」
と
す
る
説
も
「
官
こ
を
適
当

K
訓
ナ
る
ζ

と
が
で
き
ぬ
結

果
、
解
釈
上
よ
り
工
夫
し
て
訓
ん
だ
説
で
何
の
根
拠
も
用
例
も
左
〈

極
端
念
誤
字
説
と
同
様
、
不
審
念
点
が
あ
る
。

さ
て
、
残
る
は
、
「
由
民
こ
が
普
通
ノ
ル
と
訓
ま
れ
る
こ
と
か
ら

「
貸
る
（
告
る
）
」
と
訓
む
説
、
ノ
ル
の
訓
か
ら
転
じ
「
酢
る
」
を

D
 

「
乗
る
」
の
借
訓
と
し
た
「
宣
る
（
乗
る
）
」
説
、
「
宣
」
の
字
と

交
錯
率
の
高
い
点
か
ら
司
「
宜
」
字
を
採
っ
た
「
虫
左
」
説
、
「
宣
」

を
「
喧
」
の
通
字
と
す
る
「
暗
一
ぐ
」
説
げ
字
体
の
相
似
点
よ
り

「
宣
」
を
「
宿
」
の
誤
字
と
見
倣
し
た
「
と
」
説
の
考
察
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
宣
」
の
字
に
つ
い
て
、
万
葉
集
中
で
の
用
例
を
調

べ
る
と
、
四
例
の
み
で
何
れ
も
題
詩
中
の
人
物
名
や
漢
文
中
に
使
用

さ
れ
た
例
で
、
歌
K
は
使
用
さ
れ
て
居
ら
ず
、
た
だ
音
読
で
セ
ン
と

訓
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

と
り
の
ぜ
ん
り
ゃ
う

制
（
題
詩
）
土
理
宣
令
歌
一
首

と
り
の
ぜ
ん
り
ゅ
う

蜘
（
題
詩
）
万
通
宜
令
歌
一
首

せ
ん
じ

即
「
沈
痢
自
哀
文
」
（
憶
良
作
）
の
漢
詩
文
中

K
宣
尼
庫
川
之
難

亦
是
也

川
家
持

K
送
ら
れ
た
手
紙
（
漢
文
）
の
文
中
K
、
紙
製
7

村町

更
に
、
「
古
事
記
」
「
風
土
記
」
等
、
上
代
の
書
物
の
用
例
を
調
一

べ
れ
ば
、

i
略
l

「
宣
」
は
ノ
ラ
シ
ム
、
ノ
リ
タ
マ
ヒ
シ
ク
、
ノ
ル
、
日

ノ
リ
テ
、
セ
ン
等
K
訓
ま
れ
、
上
代
語
に
関
す
る
辞
書
類
で
は
、
ノ
一

ル
K
、
「
宜
、
告
」
の
字
面
を
当
て
、
言
う
、
述
べ
る
、
告
げ
る
、

宣
言
す
る
の
意
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
等
か
ら
案
ず
る

K
、
万
葉
集
中
で
は
「
宣
」
を
ノ

ル
と
訓
ん
だ
用
例
ζ

そ
左
い
が
、
他
の
上
代
の
書
物
や
辞
書
類

K
ノ

ル
と
訓
む
用
例
が
あ
り
、
「
宣
」
令
ノ
ル
と
訓
み
、
「
宣
言
す
る
o

b

っ
↓
や
る
」
と
解
釈
す
る

K
支
障
は
設
い
よ
う
で
あ
る
。

「
宜
る
（
乗
る
）
」
説
は
、
確
か
左
根
拠
も
示
さ
れ
ず
、
集
中
の

歌
K
な
い
て
、
乙
ζ

に
の
み
存
す
る
文
字
を
借
訓
と
す
る
の
は
不
自

然
で
あ
る
し
、
「
酬
明
川
＼
」
説
も
、
ネ
或
い
は
ナ
ク
と
し
か
訓
ま
れ
て

い
左
い
「
喧
」
の
文
字
を
「
官
こ
の
通
字
と
し
て
サ
ワ
グ
と
訓
む
こ

と
は
で
き
左
い
。
ま
た
、
「
虫
左
」
「
日
時
る
」
説
に
至
っ
て
は
、
個



表〔4〕

寄
不

通 泊 宿 喧 宜 宣
本

通 文

寄 通 通 治 宿 喧 宜 宣 行 字
か 乗 る 告 る

す ず ふ る る ぐな ふ く 数

⑧ ＠＠⑦  ⑪ ＠ ＠＠  ＠⑥  ⑤ ＠ ⑥ ⑤ ＠θ＠ ⑫⑮＠＠  
未 ヨ ヨ ヨ こユー カ ，，、，，、 ヤヤ サ ウノ ::L ノノノ （付ノノノ

セセセ カヨ テテ ドト ワベ ロク L〆 ノレ ノレ ノ リ リ ラ 書｜｜

詳 （ナム ズ フ ムヌ リレ グ ナ ウカ ，ミラワ ル＠シス
カム ＠ ム （ 

ネ r、 助

ツ 助 動
、ーノ 動 詞 み

詞 '--" 
、ーノ

｜／ 2 4 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 
音
成

② ⑫⑥③  ⑦ ⑬ ⑪＠ ＠⑤ ＠ 生E⑬ ① ＠⑬⑮  ⑬＠＠⑧  

④ ＠③ ⑬ ⑧ ＠ ③ ⑫ ⑮⑧ ＠ 
⑮ ＠ ⑬ ⑧ ＠ 資
⑫ ⑬ ⑬ 

⑫ ⑫ 料

＠ ⑨ 

⑫ ⑩ 番

＠ 
号

8 6 1 1 3 3 2 1 1 7 4 1 0 計

-14-

人
の
筆
の
運
び
に
は
か
左
り
の
差
が
あ
り
、
書
体
の
相
似
か
ら
「
宣
」

を
誤
字
と
す
る
は
甚
だ
難
し
い
の
で
あ
る
o

よ
っ
て
、
先
の
用
例
代

田

も
あ
る
如
く
、
「
宣
」
は
「
宣
る
（
告
る
）
」
説
に
従
う
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
「
野
る
（
告
る
）
」
説
を
採
っ
た
場
合
、
今
ま
で
の
考
察
か

ら
助
動
調
「
奴
（
ヌ
）
」

K
接
続
し
左
け
れ
ば
念
ら
ぬ
故
、
「

P
・9

ぬ
」
と
活
用
し
「
舟
公
宣
奴
嶋
牛
小
」
は
、
「
フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ
（
ハ
）

ノ
リ
ヌ
シ
マ
ニ
と
訓
む
こ
と
に
念
る
が
、
残
念
念
ζ

と
K
こ
れ
で
は

七
・
六
音
に
念
h
y
音
数
上

K
不
都
合
が
生
じ
る
と
と
に
在
る
。
歌
全

体
の
末
句
に
位
置
す
る
締
め
の
部
分
で
、
六
音
K
終
わ
る
の
は
物
足



－P
左
〈
満
足
感
が
得
ら
れ
左
い
ζ

と
は
も
と
よ
り
、
七
・
六
音
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
が
ノ
リ
ヌ
シ
マ
ニ
と
訓
む
説
の
弱
点
と
－
な

る
の
は
間
抜
が
れ
待
念
い
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
「
舟
公
室

奴
嶋
念
」
の
訓
を
試
み
る
以
上
、
七
・
七
の
音
数
に
き
ち
ん
と
納
め

た
い
も
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
、
七
音
節
K
す
る
為
K
如
何
念
る
努
力

を
要
す
る
の
か
。
「
酌
る
」
を
い
ろ
い
ろ

K
活
用
し
て
も
首
尾
よ
く

七
音
K
一
致
す
る
も
の
左
〈
、
井
手
至
氏
の

2
A官
嶋
丸
」
〔
「
万

葉
集
研
究
」
第
一
集
）
の
返
読
説
を
参
考

K
、
「
宣
l
奴
嶋
ん
む
と

す
れ
ば
、
シ
マ
ニ
ト
ノ
リ
ヌ
で
一
応
七
音
K
は
左
る
が
、
上
の
片
ー
か
ら

下
の
句
ま
で
発
音
し
た
場
合
、
語
調
が
煩
し
く
井
手
氏
の
ヌ
シ
マ
ニ

ト
ノ
ル
の
如
く
流
調
K
運
ば
念
い
の
で
あ
る
。
更
K
人
麻
呂
の
歌
K

は
、
「
不
」
幻
例
、
「
雄
」
い
れ
例
、
「
所
」
凶
例
、
「
将
」
日
例
等

の
一
般
的
K
返
読
す
る
用
字
を
用
い
て
な
り
、
ま
た
、
集
中
の
「
告

る
」
に
あ
た
る
用
字
を
調
べ
て
も
「
不
謂
」
「
汗
告
」
「
雄
署
」

「
所
害
」
の
返
読
例
が
あ
り
、
「
告
る
」

K
相
当
す
る
文
字
を
返
読

し
た
用
例
は
一
一
箇
所
も
見
出
せ
念
い
の
で
あ
る
。

然
れ
ば
、
「
酢
る
（
告
る
）
」
説
は
最
も
有
力
で
あ
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
「
宣
奴
」
を
四
音
で
訓
む
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
、
最
適
念

訓
、
最
適
念
説
と
は
決
定
で
き
念
い
の
で
あ
る
。

ω
「
イ
ノ
リ
ヌ
」
私
案

で
は
、
「
宣
」

K
如
何
左
る
訓
を
附
せ
ば
よ
い
か
。

ζ

れ
を
思
案

l

l

B

 

す
る

K
、
本
文

K
則
し
て
訓
ん
だ
「
宣
る
（
告
る
）
」
説
は
捨
て
難

白

く、

ζ

の
説

K
碁
づ
き
「
宣
る
」
を
転
化
さ
せ
た
訓
み
を
し
た
い
。

そ
ζ

で
上
代
語
K
関
す
る
辞
書
を
再
確
認
す
る
と
、
「
宣
言
す
る
、

告
げ
る
」
の
他
K
l
略
l
等
と
、
呪
力
を
持
っ
た
言
葉
と
し
て
も

〔
宣
る
」
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
酌
る
」
の
訓
と
解
釈
を

尊
重
し
、
し
か
も
本
文
を
修
正
す
る
と
と
念
〈
「
宜
」
を
訓
み
た
い

と
す
る
私
の
前
代
、

ζ

の
呪
力
を
持
っ
た
一
言
葉
が
出
現
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
宣
る
」
の
篠
に
「
い
・
の
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

ζ

と
か
ら
、
「
祈
る
」
に
つ
い
て
の
考
察
K
及
ん
だ
の
だ
が
、
辞
書
類
で

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

l
略
l
つ
ま
り
、
「
祈
る
」
の
語
源
は
接
頭

語
「
イ
」
＋
「
盛
る
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

ζ

の
語
源
か
ら
す
る
と
、

「
祈
る
」
を
「
い
宜
る
」
と
記
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
心

い

由

ち

ば

か

！

集
中
で
の
「
祈
る
」
の
用
字
例
を
見
る
と
、
「
以
乃
良
波
加
」
倒

「
品
川
滅
私
財
」
問
、
「
伊
山
川
島
町
」
側
、
「
伊
hr
和
秒
れ
」
側
、

「
働
秘
密
砕

h
uお
」
州
＼
「
械
ヂ
協
同
町
」
制
、
，
「
院
慨
が
」
側
1

主
神
鮮
民
」
則
、
「
昨
ポ
」
加
、
最
古
窓
」
側
、
「
本
一

勧
賦
帯
」
制
の
例
が
見
え
、
残
念
念
が
ら
、
「
い
登
る
」
の
例
は
在
日

ぃ
。
し
か
し
同
じ
イ
ノ
ル
に
し
て
も
「
祈
」
の
字
単
独
や
「
祷
析
」

「
斎
祈
」
の
様
左
二
語
の
表
記
で
も
イ
ノ
ル
と
訓
む
と
と
が
で
き
る
。

と
の
と
と
か
ら
、
「
宣
」

K
接
頭
語
イ
を
冠
せ
ず
と
も
、
「
宣
」
字

単
独
で
イ
ノ
ル
と
訓
む
と
と
が
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
「
宣
」
一
字

で
イ
ノ
ル
と
訓
み
得
た
場
合
、
接
頭
語
イ
の
用
字
を
「
宣
」

K
加
え

て
二
字

K
す
る
と
い
う
よ
う
な
本
文
を
修
正
す
る
と
と
も
防
げ
る
と

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
宣
」
単
独
で
イ
ノ
ル
と
訓
み
得
る
場
合
、
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
集
中

K
な
い
て
接
頭
語

K
あ
た
る
文

字
が
脱
落
し
た
等
の
理
由
に
よ
り
、
接
頭
語
の
次
K
来
る
文
字

K
、

接
頭
語
の
部
分
が
訓
み
添
え
ら
れ
た
と
す
る
現
象
で
あ
る
。
但
し
、

集
中
で
接
尾
語
「
ら
」
等
が
訓
み
添
え
ら
れ
た
例
は
あ
る
が
、
接
頭



語
の
訓
み
添
え
K
は
ま
だ
対
面
し
た
と
と
が
左
い
。

そ
こ
で
、
集
中
の
「
い
・
さ
・
た
・
ま
・
み
」
等
の
全
て
の
接
頭

語
K
関
す
る
用
例
を
調
査
し
た
結
果
、
接
頭
語
「
た
」

K
つ
い
て
次

の
様
ま
例
が
あ
っ
た
。
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「
た
も
と
ほ
る
」
は
接
頭
語
っ
た
」
と
四
段
動
調
「
も
と
ほ
る
」

の
複
合
語
で
、
四
段
活
用
動
詞
で
あ
る
。

と
の
三
例
を
見
る
に
、
閥
、
臨
は
各
々
、
接
頭
語
「
た
」
に
あ
た

る
字
面
が
あ
る
が
、
仰
は
「
廻
」
の
み
で
接
頭
語
「
た
」

K
あ
た
る

字
面
が
念
い
。
他
の
タ
モ
ト
ホ
リ
の
用
例
K
も
全
て
「
た
」
に
あ
た

る
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
は
接
頭
語
「
た
ト
%
脱
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
集
中
で
の
「
廻
」
の
用
字
は
「
姐
」
閣
・
羽
・
幽
・

「

昭

和

」

叩

・

訟

は

抑

・

「

磁

舎

で

「

牢
h
」
酬
の
動
詞

？

？

内

い

そ

で
、
モ
ト
ホ
ル
、
メ
グ
ル
・
ミ
ル
と
訓
ま
れ
、
他
は
「
浦
廻
」
「
顧

み廻
」
等
名
詞
で
ミ
と
訓
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
接
頭
語
「
た
」

と
し
て
訓
ま
れ
ず
、
こ
の
調
の
み
タ
モ
ト
ホ
リ
と
訓
ま
れ
て
い
る
の

主
主
は
い
り

は
、
明
ら
か
に
「
廻
」
に
「
た
」
が
訓
み
添
え
ら
れ
て
寸
替
と
訓

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

K
、
集
中

K
な
い
て
接
頭
語
を
脱
し
た
用
例
が
存
在
し

た
こ
と
は
、
「
宣
る
」
を
イ
ノ
ル
と
訓
み
、
接
頭
語
「
い
」
を
脱
し

て
訓
み
添
え
た
と
考
え
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
う
。
他
に
も

ま

そ

2
3み
ま

ぞ

か

が

み

み

そ

ら

集
中
に
は
、
「
白
銅
鏡
」

K
対
す
る
「
銅
鏡
」
、
ま
た
、
「
美
蘇
良
、

み

を

ら

み

P

ら

み

そ

ら

み

そ

ら

一「一
J

空
、
水
虚
、
見
虚
」

K
対
す
る
「
天
」
砲
、
等
の
用
例
が
あ
る
U

更
比
接
頭
語
と
の
複
合
語
で
は
と
が
、
「
封
」
「
特
」
や
「

E」

「
回
一
」
等
の
用
字
例
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
「
高
葉
集
総
索
引
」

K
よ
れ
ば
接
頭
語
「
さ
」
と
「
念
ら
く
」
の
複
合
語
「
（
伝
）
奈
良

ル
」
閣
の
接
頭
語
「
佐
」
の
用
字
は
、
後
K
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

他
K
「
（
佐
）
わ
作
品
動
静
」
町
の
「
佐
」
も
補
入
さ
れ
た
も
の
で
、

いの
「
宣
る
」
と
す
る
に
参
考
に
左
る
用
例
が
あ
る
。

E
1
t
 

こ
の
よ
う
な
用
例
か
ら
考
え
る
と
、
「
宣
る
」
の
用
例
こ
そ
な
い
が
、

辞
書
に
は
「
蘇
島
る
」
と
も
記
さ
れ
、
こ
の
接
頭
語
「
い
」
が
脱
落

し
「
宣
る
」

K
訓
み
添
え
ら
れ
た
と
考
え
て
も
少
し
も
係
自
然
で
は
な

ぃ
。
更
に
、
本
文
「
官
亡
冶
尊
重
し
訓
ん
だ
点
で
、
「
宣
る
（
乗
る
）
」
一

「
臨
ぐ
」
「
虫
な
」
「
部
る
」
説
よ
り
も
、
妥
当
性
が
あ
ゆ
か
一
と
思
ヲ
。
叫

ミ

L
y
h，
を

と

め

も

き

ょ

ふ

し

τ
幸

司

一

ま
し
て
や
、
「
骨
貯
烏
」
「
感
嬬
」
「
伊
佐
佼
歴
」
「
安
定
」
「
日

鯨
折
」
等
、
集
中

K
見
え
る
用
字
を
少
し
づ
っ
変
え
、
他
と
異
在
る

用
字
を
使
用
し
た
人
麻
目
で
あ
る
。
題
詩
や
漢
文
中
K
セ
ン
と
音
読

さ
れ
、
集
中
で
は
一
度
も
歌

K
用
い
ら
れ
左
ゆ
っ
た
「
宣
」
の
字
を

t

も

O

使
用
す
る
時
「
斎
宮
一
る
」
か
ら
転
じ
て
、
「
宣
る
」
と
工
夫
し
て
訓

ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、
私
は
「
宣
」
を
イ
ノ
ル
と
訓
み
、
「
祈
る
」
の
義

K
落

ち
着
か
し
め
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
「
舟
公
宣
奴
嶋
ι小
」
の
訓
は
、

フ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ガ
（
ハ
）
イ
ノ
リ
ヌ
シ
マ
ニ

と
左

b
、
見
事
、
七
・
七
音
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
o



第
三
章
「
ガ
」
と
「
ハ
』
の
問
題
（
略
）

結
論

二
四
九
番
の
歌
の
問
題
部
分
「
舟
公
宣
奴
嶋
ん
小
」
の
訓
K
つ
い
て
、

「
舟
公
」
で
十
七
通
り
、
「
宣
」
で
二
十
通
h
y
、
「
奴
嶋
ホ
」
で
十

三
通
り
の
異
説
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
説
の
比
較
検
討
に
よ
り
、

九

一

塁

時

議

時

出

所

舟

公

宣

奴

嶋

念

と
、
最
終
的
K
は
一
応
結
論
と
し
て
、
「
プ
ネ
ナ
ル
キ
ミ
ハ
イ
ノ

リ
ヌ
シ
マ
ニ
」
の
訓
を
得
る
と
と
が
で
き
た
。

務
旅
歌
八
首
は
、
難
波
の
津
か
ら
播
磨
の
加
古
川
付
近
迄
の
舟
路
の

印
象
を
鮮
明

K
捉
え
た
作
品
で
あ
り
、
作
者
は
始
終
舟
に
在
っ
て
、

海
と
山
と
の
移
動
す
る
風
光
へ
の
感
情
を
ゆ
っ
た
り
と
歌
い
上
げ
て

い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
こ
の
第
一
首
目
、
却
番
の
歌
は
、

難
波
の
三
津
の
埼
K
寄
せ
る
高
い
荒
波
を
恐
れ
て
、
淀
川
河
口
付
近

の
入
江

K
隠
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
舟
出
に
際
し
、
入
江
に
穏
っ

て
居
ら
っ
し
ゃ
る
主
君
は
如
何
な
る
行
為
を
さ
れ
る
の
か
。
い
つ
天

候
が
変
化
す
る
と
も
し
れ
ぬ
海
原
へ
の
旅
、
出
発
の
荒
い
波
は
、

ζ

れ
か
ら
の
前
途
多
難
左
舟
旅
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

言
霊
神
仰

K
連
る
一
種
の
畏
怖
感
、
呪
性
に
基
づ
き
神
K
祈
り
を
捧

げ
る
古
代
の
人
々
が
航
海
の
無
事
を
祈
夕
、
神
K
福
を
求
め
て
祈
っ

た
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
万
葉
集
中
、
歌

K
は
点
い
ら
れ
念
か
っ

た
「
宣
」
の
字
を
人
麻
呂
が
こ
こ
で
敢
え
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
も

ふ
ま
え
る
と
「
齢
る
」
と
訓
む
に
不
思
議
は
念
い
と
思
う
。

、

討

し

ま

以
上
、
管
見
で
あ
る
が
、
私
の
「
舟
左
る
公
は
、
宜
り
ぬ
島
に
」

の
訓
に
従
っ
て
、
加
番
の
歌
を
解
釈
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
津
の
埼
の
波
が
荒
く
て
恐
し
い
の
で
、
入
江
K
隠
る
舟
中

K
居

ら
っ
し
ゃ
る
主
君
は
、
航
海
の
無
事
を
祈
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
。

あ
の
島
（
島
の
よ
う
に
見
え
る
陸
地
）

K
向
か
っ
て
。
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